











   28日&31日後を予測日とする手法 
評価基準：最小二乗誤差（RMSE） 
   および最小絶対誤差（MAE） 
実験結果：31日後に予測する 
   手法からの精度改善を確認 
今後の課題 
•  観測の異常値に対しても頑健な 






•  第   日目から第   日目（        ）までに加えられる位相の増分	  	  
	  
	  













• 問題点: 自然現象のモデリングには不適（周期固定など） &  
               周期自体の定量的予測はあまり顧みられてこなかった	
ガウス過程状態空間モデルによる準周期的現象のモデル化	


















































モデリングの対象	  :	  女性の基礎体温と月経周期	  
第   日目の位相（潜在変数）	  
第   日目の体温（観測変数）	  
状態空間モデルによる定式化	
•  	  	  
•  第   日目が月経開始日のとき	  
	  	  その後             にリセット	
:	  ガンマ分布	
:	  ガウス分布	
（次数     の級数近似）	











の予測値，黒点線が比較手法の予測値．横軸は予測分布のインデックス   ，縦軸は予測分布の値を表す 
238日目	 258日目（月経開始日間近）	
